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日  時  令和元年(2019年)６月２５日（火）１５：００～１６：３０ 

場  所  大分大学事務局第１会議室（旦野原キャンパス） 

出 席 者  別紙のとおり 

 

議事概要の確認 

平成３１年度第１回経営協議会議事概要（案）を確認した。 

 

議事に先立つ報告及び大分大学の活動状況について（資料１１）  

学長から，令和元年(2019 年)６月２０日の学長選考会議において，次期学長候補者として

選考されたことについての挨拶の後，資料に基づき報告があった。 

 

議 題 

１ 平成３０事業年度に係る業務の実績に関する報告書について（資料１－１～２） 

 津村理事から，資料に基づき説明があり，審議の結果，本件を了承し，所定の手続を 

経て６月末までに文部科学省へ提出することとした。 

なお，今後，文言等の修正が生じた場合は，学長及び担当理事に一任することとした。 

 

２ 平成３０年度(2018 年度)決算報告について（資料２－１～７） 

  桑田理事から，資料に基づき説明があり，審議の結果，本件を了承し，所定の手続を 

経て，６月末までに文部科学大臣へ提出することとした。 

 

３ 令和２年度(2020 年度)概算要求について（資料３－１～２） 

  桑田理事から，資料に基づき説明があり，審議の結果，本件を了承し，所定の手続を 

経て，７月中に文部科学省へ提出することとした。 

なお，「機能強化の方向性に応じた重点支援」については，文部科学省と折衝中であり，

基盤的研究設備の要求も含めて，今後の取扱いは学長に一任することとした。 

また，文部科学省へ提出した要求内容については，次回の本会議で報告することとした。 

 

４ 教職大学院認証評価自己評価書について（資料４－１～３） 

 越智理事から，資料に基づき説明があり，審議の結果，本件を了承し，所定の手続を 

経て６月末までに一般財団法人教員養成評価機構へ提出することとした。 

なお，今後，文言等の修正が生じた場合は，学長及び担当理事に一任することとした。 

 

報 告 

１ 平成３０年度監査報告について（資料５） 

足立監事から，資料に基づき報告があった。 

 

２ 次期学長候補者の選考について（資料６，参考資料） 

  桑田理事から，資料に基づき報告があった。 
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３ 平成３０年度給与水準の公表について（資料７） 

  桑田理事から，資料に基づき報告があった。 

 

４ 令和元年度(2019 年度)会計監査人の選任について（資料８） 

桑田理事から，資料に基づき報告があった。 

 

５ 平成３０年度卒業（修了）者の就職状況等について（資料９） 

  越智理事から，資料に基づき報告があり，委員から次の質問等があった。 

 学外委員：県内就職率が前年度比５.２％減，また，現時点において，第３期中期目標期 

間末までに達成しなければならない目標値よりもかなり下回っている。大分 

県では，人口減少をいかに阻止するかについて非常に努力をしている。大学 

として，県内就職率向上のために，具体的にどのような対策又は取組を行っ 

ているのか。 

越智理事：ＣＯＣ＋（プラス）事業として，学生に大分県内の状況について理解を深め 

てもらうための講義を開講し，また，特に低学年の学生に対して，仕事発見 

フェスタ等により県内企業について知る機会を作り取り組んでいる。 

県内就職率が向上しない状況は全国的な傾向で，好景気が続き大企業が地方 

の学生を採用し，思うように地元就職率が上がらない。県内の自治体，産業 

界及び高等教育機関を含め，この状況に歯止めをかけ，若者を地域に残そう 

という気運は醸成されているように思う。 

学外委員：企業では，新卒者ではなく，経験者を中途採用することもある。例えば，関 

東に就職した者がＵターンし，大分で起業した場合には何らかのインセンテ 

ィブを与えるといった取組も県内就職率の向上といった面においては，必要 

ではないか。 

学  長：大学として，卒業生のケア，大分へＵターンを希望する学生にはその支援を 

行えるよう情報共有を進めていきたい。大学におけるリカレント教育も含め 

全体を考えていきたい。 

 

６ 附属病院の収支について（資料１０） 

  門田病院長から，資料に基づき報告があり，委員から次の意見があった。 

学外委員：働き方改革も含めて投資であり，効率を上げればよいと考えるが全体的な収 

入をいかにアップしていくか。設備等の投資がされていない状況は，５年後， 

１０年後には取り返しのつかないことになると思われる。是非，収益アップ 

を目指していただきたい。 

学  長：人員の確保に加えて，機器も更新しなければ，地域の方々に高度な医療を提 

供できないこととなるため，懸命にリカバーしたい。 

門田病院長：全国的に増収減益の傾向である。前回の消費税引き上げ後５年が経過し，そ 

の間の全国立大学病院の消費税の補てん不足は約 1千億円となっており，こ 

のことも影響し，増収はできるが収益が上がらない状況が続いている。全国 
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的に設備の更新も進んでいない。本学は約７０％の老朽化率で，全国平均も 

同様の状況である。今のままでは，最先端の医療を提供することは難しくな 

る。このことは，国立大学附属病院長会議でも問題視されており，今後厚生 

労働省に要求することとなっている。 

 

その他 

１ 大分大学創立７０周年記念式典等について 

  学長から，記念式典・記念講演及び記念祝賀会を令和元年(2019 年)９月２０日（金） 

９時３０分から１２時４０分まで，レンブラントホテル大分で挙行する旨説明があり， 

学外委員に対して，追って正式に案内することについて発言があった。 

 

２ 国立大学改革方針について（資料１２） 

  桑田理事から，資料に基づき説明があり，委員に対して引き続き本学への指導・助言

を賜りたい旨発言があった。 

 

説明資料 

平成３１年度第１回経営協議会議事概要（案） 

資料１－１ 平成３０事業年度に係る業務の実績に関する報告書（学内様式） 

資料１－２ 平成３０事業年度に係る業務の実績に関する報告書(学内様式)概要 

資料２－１ 平成３０年度(2018 年度)決算報告書の概要 

資料２－２ 平成３０年度(2018 年度)貸借対照表・損益計算書の概要 

資料２－３ 平成３０事業年度(2018 事業年度)決算概況 

資料２－４ ２０１８（平成 30）事業年度財務諸表（案） 

資料２－５ ２０１８（平成 30）事業年度事業報告書（案） 

資料２－６ ２０１８(平成 30)年度決算報告書（案） 

資料２－７ 独立監査人の監査報告書 

資料３－１ 令和２年度概算要求事項一覧（案） 

資料３－２ 第３期中期目標期間における重点的取組構想（全体パッケージ） 

資料４－１ 教職大学院認証評価自己評価書（案） 

資料４－２ 教職大学院認証評価自己評価書（案）概要 

資料４－３ 教職大学院認証評価受審スケジュール 

資料５   監査報告書 

資料６   国立大学法人大分大学次期学長候補者の決定について 

参考資料  次期学長候補者決定についての新聞報道記事 

資料７   国立大学法人大分大学の役職員の報酬・給与等について（ガイドライン様式１）  

資料８   国立大学法人における会計監査人の選任について（通知） 

資料９   平成３０年度就職状況 

資料１０  附属病院の収支 

資料１１  大分大学の活動状況 

資料１２    国立大学改革方針 


